様式１

（改修様式Ⅰ）
＜総括＞　本概要書の概要
	建築物の名称
棟名
	

	１．建築物の概要

	構　　造
	
	設計年
	

	階　　数
	
	延べ面積
	
	竣工年
	

	架構形式
	Ｘ方向
	

	
	Ｙ方向
	

	主な仕上
	屋　根
	

	
	外　壁
	

	
	床
	

	基礎構造
	基礎形式
	

	
	支持形式
	

	その他特記事項
	

	２．耐震診断（現状）

	耐震診断に
係る判定等
	判定書交付年月日
	
	判定書交付番号
	

	
	判定書交付機関
	

	
	耐震診断者名（原診断）
	受注者
	Ａ
	再委託構造担当
	Ｃ

	
	耐震診断者名（再診断）
	受注者
	Ｂ
	再委託構造担当
	Ｄ

	準拠基準
	

	判定指標値
	RC造・SRC造
	ISO
	
	CTU・SD
	
	診断次数
	

	
	S造
	IS
	
	q
	
	
	

	使用電算プログラム名等
	原診断
	準備計算
	
	診断計算
	

	
	再診断
	準備計算
	
	診断計算
	

	耐震診断結果の概要

（原診断）（再診断）
	

	その他特記事項
	

	３．改修計画

	準拠基準
	

	改修計画設計者
	受注者
	
	再委託構造担当
	

	改修後目標
耐震指標値
	RC造・SRC造
	ISO
	
	CTU・SD
	
	診断次数
	

	
	S造
	IS
	
	q
	
	
	

	使用電算プログラム名等
	準備計算
	
	診断計算
	

	改修概要
	

	改修後の結果
	

	その他特記事項
	


注）各欄とも簡潔明瞭に記載してください。次ページの記載例を参考としてください。

注）この表は適宜欄を広げるなどして記入しますが、原則としてA4版1枚としてください。

注）再診断の適用がないときは、（再診断）と棒線で消し、空欄とします。

注）診断者名でＡ＝Ｂ、Ｃ＝Ｄの場合は1行にまとめることができます。

注）「使用電算プログラム等」欄は、プログラム名、Version名、会社名を記載してください。
注）3.改修計画「その他特記事項」欄は、雪降しなど維持管理上必要な事項を記載してください。
